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　駿河湾は陸/海のプレート境界である南海トラフの東端に位置し、東海地震の震源想定域として地震や地殻変

動などの陸上観測網の整備が進み重点的な観測が実施されている。その一方、海域の地下構造調査はまだ十分

でなく、駿河トラフ全体の沈み込み構造を俯瞰できるものではなく、正確な強震動予測など防災・減災の観点

からもその詳細調査が急務となっている。そこで我々は、東京海洋大学が2015年度に新たに導入した可搬型

海域2次元地震探査システム用い、2016年11月に駿河湾において第1回目の地震探査（総測線長約78 ｋ

ｍ）を実施した（鶴我ほか, 2016）。そして再び2017年11月、我々はこのシステムを用い、第2回目の駿河湾

での地震探査を行った。本発表は探査の概要とその成果の第一報を報告するものである。 

　我々は2017年11月14～16日、静岡県駿河湾内において、エアガン震源を用いた2次元反射法探査および屈

折法地震探査を同時に実施した。調査測線は、駿河湾内の中央トラフ沿いH29-L01、北部H29-L02、および中

部東側H29-L03の３つの測線(総測線長約47km）を設定した。反射法地震探査システムは、10ftコンテナ規格

の格納庫に入ったコンプレッサー・受振アレイ部および、エアガン震源およびPC等の制御・収録システムによ

り構成された。発震はBolt社製エアガン1500LL（350 in3）3基で構成されるTri-Gun（エア総容量1,050 in3

）を船尾右舷より曳航した。受振アレイは、Hydroscience社製デジタルストリーマーケーブル（長さ600

m、センサー間隔6.25 m、96チャンネル、10ftコンテナ相当規格）と最後尾の測位用テールブイで構成され

る。システムは全て可搬型になっており、東京海洋大学練習船「神鷹丸」（総トン数　986トン、全長65

ｍ、幅12.10 ｍ）の後部甲板および室内観測室に設置した。屈折法地震探査では、東海大学により勝島型自己

浮上式海底地震計４台がH29-L01測線北部沿いに臨時配置された。海底地震計は地震計3成分とハイドロ

フォン1成分の4成分観測を実施した（今村ほか, 本学会）。船速3.5ノット程度で航行し、発震間隔は

25m（H29-L03測線のみ50 m）で、合計1555発震点となった。 

　一次解析の結果からは、駿河湾北部を東西に横断するH29-L02測線（約12.2km）下において、伊豆半島側

のプレートの沈み込み上面を表すと思われる西方傾斜の反射面が連続的に確認された。また富士川河口沖にお

いては断層群らしき反射相の様相も認められた。駿河湾中央のトラフ沿いH29-L01測線（約26.2 km）で

は、焼津沖の海底谷の起伏が見られ、測線を北上するに伴い北部河川群からの堆積物が厚さを増

し、H29-L02測線との交点付近では～500ｍ程度の厚みを有することが分かった。 

　詳細な構造解析については本発表にて報告する。 
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